
学校番号 T3011 

令和３年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂 新編物理基礎 （東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちに身近な話題を取り入れながら授業を行っていきます。 

物理学の知識を身につけることはもちろん、みなさんの生活で起こる現象について 

物理的に説明できるようになってもらいたいと思っています。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら科学的に探究する能力と態度を身につけると 

ともに、物理の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自然現象に関心をもち，

科学的な見方をしてい

るか。 

・授業，実験に意欲的に

参加し，論理的に探究

しようとする態度が見

えるか。 

・さまざまな物理現象を論

理的に考察・分析し，そ

の本質を原理や法則か

ら説明できるか。 

・観察や実験を通して，物

理現象を論理的に分析

的し，問題を解決し，実

験結果 (事実 )に基づい

て科学的に判断できる

か。 

・観察や実験の技能を

習得できたか。 

・観察や実験を通して

科学的に探究する方

法を習得できたか。 

・課題や実験のレポー

トにおいて，的確に

表現する方法を習得

しているか。 

・観察や実験を通し

て，さまざまな自然

現象の背景には原

理や法則があるこ

とを理解できたか。 

・自然現象を定量的に

考察するため，物理

量（概念）を定義し，

利用することが理

解できたか。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

物
体
の
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

等速直線運動の世界 

・速さ、速度、 

等速直線運動 

・合成速度と相対速度、加

速度、等加速度直線運動 

・自由落下、鉛直投射 

放物運動 

 

○ 

 

 

  

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:直線上の運動に対して関心を抱き，運動の表し

方・重力による運動に対して意欲的に取り組んで

いる。 

b:実験を通して、運動の多様性と簡単な解析の方法

をについて考察し、それを表現できる。 

c: 等速直線運動・等加速度直線運動の観察・実験方

法を習得している。 

d: 運動の表し方，相対速度，及び等加速度直線運動

に関する基本的な概念や公式を理解している。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

力と運動の法則 

・力とは、力のつりあい、

力の合成と分解 

・作用、反作用の法則、 

 慣性の法則 

・力の質量と加速度の関

係、運動の法則 

・摩擦力、抵抗力と浮力 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:力のはたらき・性質と運動との関係について関心

を抱き，運動の表し方・重力による運動に対して

意欲的に取り組んでいる。 

b:日常に見られる運動を通して物体にはたらく力を

見いだし、その考えを的確に表現できる。 

c:運動の３法則や様々な力についての法則に関する

実験方法を習得している。 

d:運動の３法則や様々な力についての法則を理解し

ている。摩擦力，及び液体や気体から受ける力に

ついて理解している。 

仕事とエネルギー 

・仕事、仕事の原理と仕事率 

・運動エネルギー 

・重力,弾性力による位置エ

ネルギー 

・力学的エネルギー保存の

法則、いろいろな運動で

みる力学的エネルギー、 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:エネルギー概念と仕事について関心を持ち，意欲

的に探究しようとする。 

b: 物理での仕事と日常経験している仕事との相違

について考察し、それを表現することができる。 

c:力学的エネルギー保存の法則に関する観察・実験

方法を習得している。 

d:力学的エネルギー保存の法則について正しく知識

を身につけ，活用できる。 

後
期 

さ
ま
ざ
ま
な
物
理
現
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

熱 

・熱と温度、物質の三態 

・熱の移動と保存、熱と仕

事、熱効率と不可逆変化 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:熱・温度・エネルギーの関係について 

関心を持ち，意欲的に探究している。 

b:熱と温度と熱運動について実証的・ 

総合的に考察できる。 

c: 物質の三態変化やエネルギー変換の 

実験を通して，原子や分子の熱運動の立場から熱

と温度についてイメージできるようになる。 

d:熱・熱平衡・比熱・熱容量・温度・ジュール熱・電力・ 

内部エネルギー・熱機関・熱効率・エネルギー保存の

法則等の基本について理解し，法則・公式を活用できる。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワー

クシート 

観察・実験 

定期考査 

 



波 

・いろいろな波、波の伝わり 

方、波を表す、波の重ね合

わせ 

・定常波、波の反射 

・音の伝わり方、振動する 

波、振動する気柱 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:身の回りの波動現象について関心を持ち，意欲的 

に探究している。 

b:波動に由来する現象を観察・実験を通して分析 

し，論理的に考察・判断を行うことができる。 

c:波動に関する基本的な観察・実験の技能を習得す 

るとともに，その結果について考察し的確に表現で 

きる。 

d:波動に関する事象・現象についての基本的な概念 

を習得できている。 

電気 

・動かない電気、動く電気 

・電流と電気抵抗 

・直列接続と並列接続 

・電力と電力量、電流がつく 

る磁場、発電機のしくみ直 

流と交流 

・電磁波 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:今日の人間生活における電気・磁気との関わりに 

ついて感心を持ち、意欲的に探求している。 

b:身の回りの現象や機器で電磁波がどのように利用

されているかを見いだすことができる。 

c: 基本的な電流回路の接続の決まりや測定方法を 

習得できている。 

d:電気や磁気に関する現象について，それらの基本 

的な概念を習得できている。 

電磁波の基本的な性質と種類についての知識を身 

につけている。 

エネルギー 

・エネルギーの変換と保存 

・エネルギーの利用、放射線

の利用、原子力の利用 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:エネルギー問題について感心を持ち、意欲的に探 

求している。 

b: 様々なエネルギーや放射能に関するデータにつ

いて科学的に考察し判断することができる。 

 エネルギー問題や原子力の利用について，科学的

根拠に基づいて自分の意見を述べることができ

る。 

c: エネルギーに関する基本的な観察・実験の技能を 

習得できている。 

d: 人類が利用可能な様々なエネルギーの特性や利 

用について理解している。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


